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用語集 

 
この用語集は、国際目録原則覚書において特有の用法（単に通常の辞書的定義ではな

く）で用いられる語を収録している。 
 
アクセスポイント (Access point) ― そのもとで、書誌レコード、典拠レコードまたは

参照を発見することのできる名称、用語、コード等。[出典：FRANAR] 
 
責任主体 (Agent) ― ある資源のライフサイクルにおいて、何らかの役割を果たす個人

（著者、出版者、彫刻家、編者、監督、等）、集団（組織、会社、図書館、交響

楽団、国家、連邦、等）または自動的手段（気象記録装置、翻訳ソフトウェア、

等）。[出典：DCMI責任主体作業部会、作業用定義] 
著者(Author)、作成者(Creator)をも見よ。 
 
属性 (Attribute) ― 実体の特性。属性には、実体に固有の属性と、外的に付与される

属性がある。[出典：FRBR] 
 
著者 (Author) ― テキストから成る著作の知的・芸術的内容に責任を有する作成者。

[出典：IME ICC] 
責任主体(Agent)、作成者(Creator)をも見よ。 
 
典拠レコード (Authority record) ― 責任ある目録作成機関によって確立され、編成要

素が実体（責任主体、著作/表現形、または主題）の典拠形標目である典拠ファイ
ル中のレコード。[出典：IME ICC] 

アクセスポイント(Access Point)、典拠形標目(Authorized heading)、名称の統制形
(Controlled form of name)をも見よ。 
 
典拠形標目 (Authorized heading) ― 実体に対する、統一形として統制されたアクセス

ポイント。[出典：IME ICC] 
アクセスポイント(Access Point)、典拠レコード(Authority record)、名称の統制形
(Controlled form of name)をも見よ。 
 
書誌記述 (Bibliographic description) ― ある書誌的資源を記録および識別する、一群

の書誌データ。[出典：ISBD(CR)] 
 
書誌レコード (Bibliographic record) ― 体現形の記述および体現形へのアクセス提供

を行う、および、関連する他の著作および表現形を識別する、一群のデータ要素。

[出典：IME ICC] 
 
書誌的資源 (Bibliographic resource) ― 体現形または個別資料。 
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書誌的単位 (Bibliographical unit)  
体現形(Manifestation)を見よ。 

 
合集 (Collection 1) ― 組み合わされた、または一緒に発行された、2以上の著作の一群。

[出典：IME ICC] 
 
コレクション (Collection 2) ― ある機関によって保有される、または作成された一群

の書誌的資源。[出典：IME ICC] 
 
概念 (Concept) ― 抽象的観念や思想。[出典：FRANAR、FRBR] 
 
名称の統制形 (Controlled form of name) ― 書誌レコードおよび典拠レコードへのア

クセスを提供するために、一群の規則に従って形成され、典拠レコードに記録さ

れた、実体に与えられた名称の典拠形および名称の異なる形（統制形標目、典拠

形標目、または異なる形の標目とも呼ばれることがある）。[出典：IME ICC] 
アクセスポイント(Access Point)、典拠形標目(Authorized heading)、典拠レコード
(Authority record)、名称(Name)をも見よ。 
 
慣用名 (Conventional name) ― 実際の名称や公的な名称とは異なるが、それによって

団体・場所・物事が知られてきた名称。[出典：AACR2 Revision2002 用語集より
修正] 

 
団体 (Corporate Body) ― 特定の名称によって識別され、かつ一体として活動するか、

または活動することのありうる組織、あるいは個人および/または組織の集合体。
[出典：FRANAR、FRBRより修正] 

 
作成者 (Creator) ― 著作の知的・芸術的内容に責任を持つ実体。 
著者(Author)、責任主体(Agent)をも見よ。 
 
記述目録作業 (Descriptive cataloguing) ― 目録作業において、記述データおよび主題

以外のアクセスポイントの両者を与える部分。[出典：IME ICC] 
主題目録作業(Subject cataloguing)をも見よ。 
 
出来事 (Event) ― 行為や事件。[出典：FRANAR、FRBR] 
 
表現形 (Expression) ― 著作の知的・芸術的実現。[出典：FRANAR、FRBR] 
 
家族 (Family) ― 出生、婚姻、養子縁組または同様の法的地位によって関連づけられ

た2以上の個人。[出典：IME ICCで修正されたFRANAR] 
 
標目 (Heading)  

アクセスポイント(Access Point)を見よ。 
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個別資料 (Item) ― 体現形の単一の例示。[出典：FRANAR、FRBR] 
 
キータイトル (Key-title) ― ISSNネットワークによって継続資源に与えられた固有の

名称で、そのISSN番号と不可分に関連付けられたもの。キータイトルは本タイト
ルと同一の場合もあるが、固有性を確保するために、識別要素および/または限定
要素、たとえば発行者の名称、出版地、版表示、等を付加して構成されることも

ある（ISSNマニュアルを見よ）。[出典：ISBD(CR)] 
 
体現形 (Manifestation) ― 著作の表現形の物理的な具体化。[出典：FRANAR、FRBR] 
 
名称 (Name) ― それによって実体が知られている文字、または、語および/または文

字の集まり。個人、家族、団体、物、概念、出来事、場所を指示する語/文字列の
ほかに、著作、表現形、体現形、または個別資料に付与されたタイトルも含まれ

る。[出典：FRANARで修正されたFRBR] 
名称の統制形 (Controlled form of name)をも見よ。 
 
物 (Object) ― 物体。[出典：FRBR] 
 
個人 (Person) ― ひとりの人、または、ひとりの人または集団により設定または採用

された、一つの人格。[出典：FRANARで修正されたFRBR] 
 
場所 (Place) ― 所在地。[出典：FRBR] 
 
物理的形態 (Physical format)（原体現形および代替体現形の属性）― 著作の表現形が

その上/中に記録された容器または媒体（たとえば図書、CD、MP3、ビデオカセ
ット、DVD、マイクロフィルム、電子ファイル、地図、地球儀、楽譜、等）。[出
典：IME ICC] 

 
主題目録作業 (Subject cataloguing) ― 目録作業において、件名標目/主題語および/ま

たは分類を与える部分。[出典：IME ICC] 
記述目録作業(Descriptive cataloguing)をも見よ 
 
統一タイトル (Uniform title) ― 1. ある著作または表現形を識別するために用いられ

る特定のタイトルであり、目録作業上の目的のため、また、複数の表現形、ある

いは著作または表現形の複数の体現形の表示を集中するためのものである。例と

して、集中のために用いられる集合タイトルおよび慣用タイトル、表示を編成す

るために用いられる形式標目、並びに同名の著作間を区別するために用いられる

固有タイトルがある。[出典：AACR2より修正] 2. 著者の有無に関わらず、一つの
著作の相異なる体現形が持つ種々のタイトルを、探索/アクセスの目的で、関連付
け/まとめるために用いられる典拠形。[出典：GARR] 



国際目録規則に関する IFLA専門家会議（IME ICC）のための用語集。2004年 4月 2日作
成（ブエノスアイレスで 2004年 8月に開催された第 2回 IME ICCでの勧告を反映）。
2005年 9月 20日に、第 3回 IME ICCのために改訂。 

 
著作 (Work) ― 個別の知的・芸術的創造（すなわち知的・芸術的内容）。[出典：IME 

ICCで修正されたFRANAR、FRBR] 
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